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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

回次
第55期
第１四半期
累計(会計)期間

第56期
第１四半期
累計(会計)期間

第55期

会計期間

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　６月30日

自  平成22年
  　４月１日
至  平成22年
     ６月30日

自  平成21年
     ４月１日
至  平成22年
     ３月31日

売上高 (千円) 915,091 887,6433,514,046

経常損失（△） (千円) △ 37,067△12,938 △7,753

四半期(当期)純損失
（△）

(千円) △ 7,115 △17,705△128,538

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,226,6501,226,6501,226,650

発行済株式総数 (株) 5,160,0005,160,0005,160,000

純資産額 (千円) 3,922,2413,719,4073,799,047

総資産額 (千円) 5,107,7434,791,3434,839,155

１株当たり純資産額 (円) 810.43 768.68 784.98

１株当たり四半期
(当期)純損失金額
（△）

(円) △ 1.47 △3.66 △26.56

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 10.00

自己資本比率 (％) 76.8 77.6 78.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △ 33,164 37,507△154,445

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 285,618 △3,355 99,135

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △ 98,692△80,946 △76,004

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,783,3591,447,3461,496,039

従業員数 (名) 130［27］ 129[29] 126[30]

(注)　１  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結経営指標等の推移については記載しておりませ
ん。

 ２　当社は関連会社を有していないため、持分法を適用した場合の投資利益については、記載しておりません。
 ３  売上高には消費税等は含まれておりません。
 ４  従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は[　]内に外数で記載しております。
 ５  第55期第1四半期累計期間及び第55期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株

式は存在しますが、１株当たり四半期(当期)純損失であるため記載しておりません。
 ６  第56期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株あたり四半期純損失

であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

　

当第１四半期会計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

　

該当事項はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成22年６月30日現在

従業員数(名) 129（29）

(注) １　従業員数は就業人員数であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員平均雇用人員（1日8時間換算）であります。 

３　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。 
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期会計期間における生産実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。

　

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

ビジネスフォーム事業 404,747 ─

情報処理事業 317,704 ─

合計 722,452 ─

(注) １  金額は、製造原価(販売価格)によっております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第１四半期会計期間における受注実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。

　

セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

ビジネスフォーム事業 456,362 ─ 91,924 ─

情報処理事業 317,704 ─ ─ ─

合計 774,067 ─ 91,924 ─

(注)  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第１四半期会計期間における販売実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。

　

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

ビジネスフォーム事業 569,938 ─

情報処理事業 317,704 ─

合計 887,643 ─

(注) １  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合
　

相手先

前第１四半期会計期間 当第１四半期会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

アフラック（アメリカン
ファミリー生命保険会
社）

122,450 13.4 112,537 12.7

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第１四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価

証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期会計期間のわが国の経済は、着実に景気回復の兆しを見せておりますものの、長引くデフ

レの影響により、失業率は高水準で推移しており、またギリシャ等欧州に端を発しました金融情勢不安も

重なり、依然として厳しい状況が続きました。

　ビジネスフォーム業界におきましても、オフィスのデジタル化の加速により、ビジネスフォーム印刷の

需要が減少する中で、価格競争も引続き激しさを増しており、厳しい経営環境が続いております。 

　このような状況下、営業におきましては情報処理の拡販を目指し、通販業界、既存取引先の需要掘り起こ

し及び、中央官庁をはじめ市区町村、外郭団体などの開拓を中心に活動いたしました。 

　生産におきましては、生産効率の向上と内製化の促進、高速フルカラープリンターによる販促ツールの

作成等を中心に活動いたしました。 

　業績につきましては、価格競争の激化や総需要の減退等厳しい経営環境の下、当第１四半期会計期間の

売上高は887百万円（前年同期比3.0％減）、経常損失12百万円（前第１四半期は、37百万円の経常損

失）、四半期純損失は17百万円（前第１四半期は7百万円の純損失）となりました。 

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① ビジネスフォーム事業

景気低迷による総需要の減少、価格競争の激化の影響により、売上高569百万円、セグメント利益

は38百万円の損失となりました。

　

② 情報処理事業

金融関連の需要減の影響がありましたものの、幅広く新規案件獲得に向け活動を行いました結

果、売上高317百万円、セグメント利益は32百万円の利益となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期会計期間末における流動資産は2,388百万円と前事業年度末と比べ大きな増減はありま

せんでした。固定資産は前事業年度末より39百万円減少し、2,403百万円となりました。これは主に「投資

その他の資産」が38百万円、「有形固定資産」が27百万円それぞれ減少した一方で、「無形固定資産」が

25百万円増加したことによるものです。

　流動負債は前事業年度末と比べ19百万円増加し、807百万円となりました。これは主に「短期借入金」が

30百万円、「賞与引当金」が16百万円それぞれ減少した一方で、流動負債「その他」に含まれる未払金勘

定が72百万円増加したことによるものです。固定負債は前事業年度末と比べ11百万円増加し、264百万円

となりました。これは主に固定負債「その他」に含まれるリース債務勘定が12百万円増加したことによ

るものです。 

　純資産の部は前事業年度末と比べ79百万円減少し、3,719百万円となりました。これは主に利益剰余金が

66百万円減少したことによるものです。

　

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期累計期間における現金及び現金同等物は、営業活動により37百万円の収入となりました

が、投資活動により3百万円、財務活動により80百万円の支出となった結果、前事業年度末より48百万円減

少し1,447百万円となりました。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、減価償却費52百万円、投資有価証券評

価損22百万円、売上債権の増加額22百万円が大きな収支要因となり、37百万円の収入となりました。 

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、無形固定資産の取得による支出9百万

円、有形固定資産の売却による収入8百万円、保険積立金の積立による支出3百万円が主たる収支要因とな

り、3百万円の支出となりました。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額43百万円、短期借入金

の減少額26百万円を主たる収支要因として、80百万円の支出となりました。

　

(4) 対処すべき課題

当第１四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期会計期間における研究開発活動は、引き続き中央官庁よりの入札資格取得のためのテス

ト品作成や、新商品、新サービス開発のための試験を中心に1,169千円計上いたしました。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　

当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　

当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画中であった重要な設備の新設について、重要な変

更があったものは、次のとおりであります。

・新基幹システムの新設について、新設備の調整等を慎重に実施しました結果、平成22年7月から平成

22年9月の完了予定に延期しております。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,640,000

計 20,640,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年８月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,160,000 5,160,000
大阪証券取引所 
(市場第二部)

単元株式数は1,000株でありま
す。

計 5,160,000 5,160,000― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年６月30日 ― 5,160,000― 1,226,650― 1,171,200
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(6) 【大株主の状況】

　当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成22年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 320,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式4,834,000 4,834 ―

単元未満株式 普通株式 6,000 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 5,160,000― ―

総株主の議決権 ― 4,834 ―

(注) １ 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。

また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数1個が含まれております。　

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式310株が含まれております。　

３　当第１四半期会計期間末の当社所有自己株式は321,281株であります。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
カワセコンピュータ
サプライ株式会社

大阪市中央区今橋
２―４―10
大広今橋ビル

320,000― 320,000 6.20

計 ― 320,000― 320,000 6.20

 

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月

　
５月

　
６月

最高(円) 195 194 198

最低(円) 190 184 185

(注)  株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま
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す。

　

役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役営業本部長兼最高
財務責任者

常務取締役生産本部長兼情報
センター長兼最高財務責任者

川瀬　康平 平成22年７月７日

取締役生産本部長 取締役東京営業部長 岩上　光男 平成22年７月７日

取締役営業部長
取締役営業本部長兼東京営業

部長
吉村　泰明 平成22年７月７日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び前第１四半期累計期間

(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第１四半期

会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び当第１四半期累計期間(平成22年４月１日か

ら平成22年６月30日まで)は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期会計期間(平成21年４月１日か

ら平成21年６月30日まで)及び前第１四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)に係

る四半期財務諸表並びに当第１四半期会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び当第１

四半期累計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)に係る四半期財務諸表について、有限責任

監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,617,346 1,666,039

受取手形及び売掛金 577,498 555,479

有価証券 － 2,209

商品及び製品 35,431 43,962

仕掛品 23,599 15,973

原材料及び貯蔵品 26,283 26,647

その他 108,278 85,941

貸倒引当金 △122 △117

流動資産合計 2,388,315 2,396,136

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 538,305 551,482

土地 539,125 539,125

その他（純額） 652,956 667,582

有形固定資産合計 ※1
 1,730,387

※1
 1,758,190

無形固定資産 111,670 85,819

投資その他の資産 ※2
 560,969

※2
 599,008

固定資産合計 2,403,027 2,443,018

資産合計 4,791,343 4,839,155

負債の部

流動負債

買掛金 171,334 160,355

短期借入金 398,000 428,000

未払法人税等 2,120 10,722

賞与引当金 24,508 41,187

その他 211,473 147,238

流動負債合計 807,436 787,503

固定負債

退職給付引当金 36,050 36,455

役員退職慰労引当金 18,148 17,282

その他 210,300 198,864

固定負債合計 264,499 252,603

負債合計 1,071,935 1,040,107
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,226,650 1,226,650

資本剰余金 1,172,655 1,172,655

利益剰余金 1,412,138 1,478,241

自己株式 △80,126 △79,948

株主資本合計 3,731,317 3,797,597

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △11,909 1,449

評価・換算差額等合計 △11,909 1,449

純資産合計 3,719,407 3,799,047

負債純資産合計 4,791,343 4,839,155
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

売上高 915,091 887,643

売上原価 728,948 675,723

売上総利益 186,143 211,920

販売費及び一般管理費 ※1
 232,720

※1
 217,431

営業損失（△） △46,576 △5,511

営業外収益

受取利息 349 1,384

受取配当金 581 762

助成金収入 － 8,287

保険解約返戻金 5,046 －

その他 4,844 2,886

営業外収益合計 10,821 13,320

営業外費用

支払利息 1,212 3,430

投資有価証券評価損 － 15,252

その他 99 2,064

営業外費用合計 1,312 20,747

経常損失（△） △37,067 △12,938

特別利益

固定資産売却益 － 5,622

貸倒引当金戻入額 933 －

保険解約返戻金 29,936 －

特別利益合計 30,869 5,622

特別損失

固定資産除却損 1,079 －

投資有価証券売却損 1,658 －

投資有価証券評価損 － 6,970

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 4,159

本社移転費用 6,390 －

その他 － 405

特別損失合計 9,128 11,535

税引前四半期純損失（△） △15,326 △18,851

法人税、住民税及び事業税 2,073 2,152

法人税等調整額 △10,283 △3,298

法人税等合計 △8,210 △1,145

四半期純損失（△） △7,115 △17,705
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △15,326 △18,851

減価償却費 55,661 52,368

貸倒引当金の増減額（△は減少） △933 4

賞与引当金の増減額（△は減少） △18,511 △16,679

退職給付引当金の増減額（△は減少） △599 △405

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △356,671 865

受取利息及び受取配当金 △930 △2,146

支払利息 1,212 3,430

有形固定資産売却損益（△は益） － △5,622

有形固定資産除却損 1,079 －

投資有価証券売却損益（△は益） 1,658 －

投資有価証券償還損益（△は益） － 23

投資有価証券評価損益（△は益） － 22,222

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 4,159

保険解約損益（△は益） △29,936 74

売上債権の増減額（△は増加） △105,727 △22,018

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,408 1,268

仕入債務の増減額（△は減少） 18,514 10,979

その他 423,747 16,229

小計 △29,170 45,903

利息及び配当金の受取額 819 3,325

利息の支払額 △1,121 △3,109

法人税等の支払額 △3,692 △8,611

営業活動によるキャッシュ・フロー △33,164 37,507

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △34,540 △2,113

有形固定資産の売却による収入 － 8,142

無形固定資産の取得による支出 △20,955 △9,122

投資有価証券の取得による支出 △198 △180

有価証券の売却による収入 7,785 －

投資有価証券の償還による収入 － 1,963

保険積立金の積立による支出 △3,771 △3,231

保険積立金の払戻による収入 337,298 1,760

その他 － △575

投資活動によるキャッシュ・フロー 285,618 △3,355
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（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △50,000 △26,000

長期借入金の返済による支出 △4,800 △4,000

自己株式の取得による支出 － △177

リース債務の返済による支出 － △6,795

配当金の支払額 △43,892 △43,973

財務活動によるキャッシュ・フロー △98,692 △80,946

現金及び現金同等物に係る換算差額 △88 △1,897

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 153,672 △48,693

現金及び現金同等物の期首残高 1,629,686 1,496,039

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,783,359

※1
 1,447,346
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【継続企業の前提に関する事項】

  当第１四半期会計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３

月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20

年３月31日）を適用しております。

　これにより、営業損失及び経常損失はそれぞれ200千円増加し、税引前四半期純損失は、4,359千円増加

しております。

　

【表示方法の変更】

　
当第１四半期累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

(四半期損益計算書関係)

前第１四半期累計期間において、営業外収益に表示していた「保険解約返戻金」は、当第１四半期累計期間にお

いて営業外収益総額の100分の20に満たないため、当第１四半期累計期間より営業外収益の「その他」で表示して

おります。なお、当第１四半期累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「保険解約返戻金」は9千円でありま

す。

　

【簡便な会計処理】

　該当事項はありません。
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【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日)

前事業年度末 
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　2,123,594千円 ※１　有形固定資産の減価償却累計額　2,108,439千円

※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 ※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

     投資その他の資産　　　　　　　   13,232千円 投資その他の資産 13,232千円

　

　

(四半期損益計算書関係)

第１四半期累計期間

　

前第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給料手当及び賞与 55,935千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,612千円

賞与引当金繰入額 10,799千円

　 　

　 　

　 　

　 　

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給料手当及び賞与 59,106千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,078千円

賞与引当金繰入額 11,579千円

賃借料 25,349千円

　 　

　 　

　 　

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,958,261千円

有価証券 38,179千円

　　　計 1,996,441千円

定期預金 △210,000千円

1年内償還予定債券 △3,082千円

現金及び現金同等物 1,783,359千円

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,617,346千円

定期預金 △170,000千円

現金及び現金同等物 1,447,346千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期会計期間末（平成22年6月30日）及び当第１四半期累計期間(自  平成22年４月１  至  平成

22年６月30日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 5,160,000

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 321,281

　

３  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 48,396 10平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

４  株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

（追加情報）

当第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準（企業会計基準第17号　平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日）を適用しております。　

　

１　報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会にお

ける経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

当社は、生産本部に製品・サービス別の製造部を設け、営業本部の戦略的活動方針のもと、最適生産お

よび最大利益を目的に事業活動を行っております。

従って、当社は生産及び営業本部を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、「ビ

ジネスフォーム事業」及び「情報処理事業」の２つを報告セグメントとしております。
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「ビジネスフォーム事業」は、宅配便などの物流帳票や、金融機関のＣＤ利用明細、保険会社の告知書

等の製造販売をしております。「情報処理事業」は、ダイレクトメールや、可変データによるセールス

ツールの製造販売をしております。

　　

２　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期累計期間(自  平成 22年４月１日  至  平成22年６月30日)

　 　 　 　 (単位：千円)

　 報告セグメント

その他 合計
　

ビジネス
フォーム事業

情報処理事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 569,938317,704887,643 － 887,643

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － － －

計 569,938317,704887,643 － 887,643

セグメント利益又は損失（△） △38,354 32,842△5,511 － △5,511

　

３　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容(差異調整に関する事項)

　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書に計上された営業損失が一致して

いるため該当事項はありません。

　

４　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はあ

りません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はあ

りません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引は、当社の事業の運営において重要なものではありません。

　

(持分法損益等)

関連会社に関する事項

前第１四半期累計期間

　該当事項はありません。

当第１四半期累計期間

　該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

　該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

　該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

資産除去債務は、当社の事業の運営において重要なものではありません。

　

(賃貸等不動産関係)

賃貸等不動産につきましては、総額に重要性がないため、注記を省略しております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 768.68円
　

　 　

　 784.98円
　

　

２  １株当たり四半期純損失金額等

　

前第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

１株当たり四半期純損失(△) △1.47円

　 　

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につきま

しては、１株当たり四半期純損失であるため記載してお

りません。

１株当たり四半期純損失（△） △3.66円

　 　

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につきま

しては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

(注)  １株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎
　

項目
前第１四半期累計間

(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期累計間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

四半期損益計算書上の四半期純損失（△）(千円) △7,115 △17,705

普通株式に係る四半期純損失（△）(千円) △7,115 △17,705

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 4,839 4,838

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

　

平成21年８月10日

カワセコンピュータサプライ株式会社

　取　締　役　会　　　　御　中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　仲　　尾　　彰　　記　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　髙　　﨑　　充　　弘　　印

　

　 　 　

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているカ

ワセコンピュータサプライ株式会社の平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの第５５期事業年

度の第１四半期会計期間（平成２１年４月１日から平成２１年６月３０日まで）及び第１四半期累計期間

（平成２１年４月１日から平成２１年６月３０日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照

表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財

務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明

することにある。 

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。 

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、カワセコンピュータサプライ株式会社の平成２１年６

月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

　

平成22年８月９日

カワセコンピュータサプライ株式会社

　取　締　役　会　　　　御　中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　梶　　浦　　和　　人　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　髙　　﨑　　充　　弘　　印

　

　 　 　

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているカ

ワセコンピュータサプライ株式会社の平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までの第５６期事業年

度の第１四半期会計期間（平成２２年４月１日から平成２２年６月３０日まで）及び第１四半期累計期間

（平成２２年４月１日から平成２２年６月３０日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照

表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財

務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明

することにある。 

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。 

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、カワセコンピュータサプライ株式会社の平成２２年６

月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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